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第五 巻 第四号 

昭
和
二
十
七
年
年
 

方
城
村
長
 

多
事
多
難
な
昭
和
二
十
六
年
度
も
年
度
末
 

を
迎
え
、
本
日
は
昭
和
二
十
七
年
度
通
常
 

予
算
村
会
を
開
会
す
る
は
こ
び
に
な
り
ま
 

し
た
。
顧
み
ま
す
る
に
四
月
選
挙
に
不
省
 

私
が
、
本
村
首
長
の
席
を
け
が
す
事
に
な
 

り
ま
し
た
が
其
の
後
、
キ
ジ
ヤ
、
ル
1

ス
 

の
二
大
台
風
に
、
或
は
近
年
に
な
い
農
作
 

物
の
不
作
に
、
非
常
に
災
害
の
多
い
年
で
 

あ
り
ま
し
た
。
加
う
る
に
中
学
建
設
問
題
 

役
場
の
増
築
、
病
院
の
拡
充
、
或
は
会
民
 

分
館
の
建
設
、
又
税
制
改
革
に
よ
る
家
屋
／
 

土
地
等
、
固
定
資
産
の
評
価
、
農
業
会
館
 

の
内
容
整
備
、
農
業
委
員
会
制
度
の
改
革
 

等
多
忙
な
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
間
 

地
方
自
治
に
う
と
い
浅
学
非
才
の
私
が
決
 

し
て
優
秀
な
成
績
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
 

こ
の
一
年
を
大
過
な
く
す
ご
し
得
ま
し
た
 

事
は
決
議
機
関
の
皆
様
の
御
支
援
の
結
果
 

と
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
 

昭
和
二
十
七
年
度
予
算
の
審
議
に
あ
た
り
 

先
ず
私
の
施
政
の
一
端
を
申
し
述
べ
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

第
一
行
政
機
構
の
改
革
で
あ
り
ま
す
が
、
 

二
月
村
会
に
於
て
議
会
か
ら
の
強
い
要
求
 

発 行 所 方 城 村 公 民 館 

編集発所人 荒 木 良 和 

印 刷 所 有限会社 日講印刷 

小竹町q日西尾印刷有限会社） 

◇原稿募集◇ 
一、論文随筆創作文芸評論何んでも建設的 

なもの（取捨は編集部に一任） 

二、詩歌俳句川柳一人二首二旬 

三、投稿締切 毎月五日 

四、投稿先 方城村公民館 

即
政
の
構
想
 

松
 

井
 

肝
 

太
 

に
よ
り
ま
し
一
懸
定
員
条
例
の
通
り
人
員
 

整
理
を
断
行
し
現
在
国
保
の
診
療
所
を
含
 

め
三
十
五
名
の
事
務
職
員
で
や
っ
て
お
り
 

ま
す
。
配
給
事
務
の
縮
少
は
あ
る
も
の
と
 

思
い
ま
す
が
本
村
は
図
書
館
一
診
療
所
一
農
 

業
会
館
、
保
育
園
一
技
芸
塾
等
一
特
殊
な
事
 

業
を
行
い
且
土
木
行
政
に
致
し
ま
し
て
も
 

赤
地
、
糸
田
町
よ
り
数
倍
の
事
業
を
や
っ
 

て
お
り
ま
す
関
係
上
せ
め
て
三
名
程
度
の
 

復
活
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
当
分
は
現
人
 

員
で
出
来
得
る
限
り
全
力
を
尽
し
て
や
っ
 

て
ま
い
り
ま
す
が
、
議
会
の
方
も
類
似
町
 

村
の
実
際
を
良
く
御
調
査
相
成
た
い
と
念
 

願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
保
育
園
は
現
 

在
十
名
の
保
姫
で
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
 

収
容
園
見
数
に
比
較
し
保
姫
人
員
が
多
い
 

と
の
御
意
見
を
き
、
ま
す
が
折
角
の
社
会
 

福
吐
事
業
で
あ
り
ま
ず
の
で
保
婿
を
充
分
 

督
励
し
園
見
数
の
増
加
を
期
し
た
い
と
目
 

下
督
励
中
で
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
も
終
年
 

の
年
か
ら
計
算
し
ま
し
て
二
十
六
年
は
全
 

般
的
に
入
園
見
童
の
減
少
の
傾
向
で
あ
り
 

ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
度
は
増
加
す
 

る
見
込
で
あ
り
ま
す
。
技
芸
塾
に
つ
き
ま
 

し
て
は
近
来
女
子
の
洋
裁
和
裁
熱
の
旺
盛
 

さ
と
家
庭
の
主
婦
と
し
て
の
必
須
な
数
養
 

教
育
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
内
容
の
充
 

実
に
つ
き
充
分
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
 

ま
す
Q

次
に
各
種
委
員
会
或
は
村
費
支
弁
 

の
公
的
協
議
会
等
で
あ
り
す
が
法
令
に
よ
 

る
委
員
会
に
、
本
村
独
特
の
委
員
会
乃
至
 

協
議
団
体
等
二
十
七
を
数
え
る
多
数
を
抱
 

え
て
お
り
ま
す
が
是
に
関
す
る
村
費
支
弁
 

は
相
当
額
に
の
ぼ
り
ま
す
の
で
是
等
の
委
 

員
会
協
議
会
の
合
理
化
と
構
成
を
再
検
討
 

し
経
費
や
人
員
の
縮
少
も
考
え
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
 

第
二
文
教
施
設
で
あ
り
ま
す
が
前
村
長
時
 

代
よ
り
本
村
は
文
化
村
と
の
宣
伝
が
非
常
 

に
き
、
ま
し
て
数
多
く
の
視
察
者
等
も
相
 

次
い
で
お
り
ま
す
が
、
方
城
村
の
存
在
を
 

天
下
に
宣
伝
す
る
に
は
結
構
な
事
と
思
い
 

ま
す
。
し
か
し
乍
ら
殻
を
す
て
実
を
獲
る
 

に
は
い
ま
だ
し
の
感
が
深
い
の
で
あ
り
ま
 

す
。
内
容
も
充
実
し
、
実
力
に
み
ち
た
方
 

城
村
建
設
こ
そ
私
の
念
願
す
る
処
で
あ
る
 

の
で
、
公
民
館
活
動
に
ぜ
よ
、
文
化
施
設
 

の
充
実
乃
至
分
館
活
動
の
促
進
、
或
は
学
 

校
経
営
に
し
て
も
、
実
際
に
即
鷹
し
た
所
 

謂
花
の
み
で
な
く
立
派
な
実
を
結
び
た
い
 

と
思
い
ま
す
。
 

第
三
、
施
設
も
活
動
も
先
だ
つ
も
の
は
金
 

で
あ
り
ま
す
。
今
村
財
政
を
顧
り
み
ま
す
 

る
に
昭
和
二
十
六
年
度
本
村
、
税
収
入
は
 

非
常
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
即
ち
、
村
民
税
 

一
〇
〇
〇
万
円
。
固
定
資
産
税
「
〇
〇
〇
 

万
円
。
鉱
産
税
、
七
五
〇
万
円
。
其
の
他
 

の
税
、
八
〇
万
円
、
合
計
二
、
八
、
一
一
〇
万
 

円
の
税
収
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
 

が
あ
り
ま
し
た
の
で
中
学
建
設
に
四
三
〇
 

万
円
。
分
館
建
設
助
成
に
二
六
五
万
円
。
 

役
場
増
築
に
四
八
万
円
。
火
葬
場
建
設
に
 

五
〇
万
円
。
計
八
〇
〇
万
円
か
ら
の
臨
時
 

的
村
費
支
弁
の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
 

て
も
伺
二
〇
〇
万
円
の
繰
越
金
は
期
待
出
 

来
ま
す
。
倫
昭
和
二
十
六
年
度
、
地
方
財
 

政
持
別
平
衡
交
付
金
と
し
て
、
 
一
五
〇
万
 

三
千
円
交
付
の
通
知
が
あ
り
、
非
常
に
嬉
 

ん
で
い
る
事
を
併
せ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
 

'

‘
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ま
す
。
 

昭
和
二
十
七
年
度
は
中
央
に
於
け
る
地
方
 

税
制
改
革
の
雲
行
か
ら
み
ま
す
に
、
村
民
 

税
に
於
て
、
課
税
基
礎
と
な
る
、
所
得
税
 

が
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
の
引
上
げ
に
よ
 

り
所
得
税
の
減
少
と
法
人
税
割
の
課
率
変
 

更
等
に
よ
る
減
収
及
固
定
資
産
税
の
家
屋
 

許
価
額
の
再
査
定
に
よ
る
減
収
が
予
想
さ
 

れ
相
当
非
観
的
で
あ
り
ま
す
。
 

税
収
の
実
際
見
込
は
年
度
半
に
於
て
は
其
 

の
線
も
は
つ
き
り
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
 

ま
す
。
 

第
四
、
本
年
度
に
於
け
る
主
た
る
事
業
の
 

構
想
で
あ
り
ま
す
が
、
第
一
に
中
学
建
設
 

の
完
成
の
年
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
 

が
、
如
何
せ
ん
現
在
の
と
こ
ろ
財
政
の
都
 

合
上
、
或
は
一
部
昭
和
二
十
八
年
度
に
見
 

送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
に
な
り
は
せ
ぬ
か
 

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
弁
城
校
の
増
築
問
 

題
も
地
元
多
年
の
懸
案
の
事
と
て
是
非
実
 

現
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
幹
線
道
路
の
件
 

も
特
別
委
員
会
が
出
来
ま
し
て
、
約
》
カ
 

年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
が
、
未
だ
具
体
 

化
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
倫
一
層
の
研
究
 

と
経
費
の
捻
出
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
 

すo

伊
加
里
、
直
方
線
県
道
の
改
修
工
事
 

も
県
に
猛
運
動
を
す
る
事
に
よ
り
伺
経
続
 

を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

以
上
の
様
な
観
点
か
ら
、
本
年
度
当
初
予
 

算
の
編
成
に
あ
た
り
ま
し
た
が
、
そ
の
大
 

要
を
申
し
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

大
体
、
特
に
臨
時
的
支
出
を
要
す
る
向
以
 

外
の
即
ち
経
常
的
予
算
は
、
ほ
と
ん
ど
当
 

初
に
於
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。
極
力
収
 

入
財
源
と
将
来
の
臨
時
的
支
出
と
を
勘
案
 

た
し
ま
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
学
 

校
も
、
公
民
館
も
産
業
費
も
、
役
場
費
も
 

極
力
追
加
は
さ
け
た
い
と
考
え
て
、
伺
将
 

来
の
執
行
に
万
全
を
期
す
る
思
い
で
あ
り
 

ま
す
。
 

第
一
欺
議
会
費
に
つ
い
て
は
議
会
の
自
性
 

に
ゆ
だ
ね
る
と
云
う
従
来
の
慣
例
を
奪
買
 

い
た
し
ま
し
た
。
去
る
二
日
議
長
さ
ん
と
 

相
談
し
た
結
果
を
編
成
い
た
し
て
お
り
ま
 

す
の
で
よ
ろ
し
く
御
審
議
顧
い
ま
す
 

】
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第
二
歎
役
場
費
は
殆
ん
ど
経
常
予
算
で
あ
 

り
ま
す
。
第
三
欺
、
消
防
警
察
費
で
は
本
 

村
は
本
年
消
防
出
初
式
の
引
受
け
に
な
つ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
大
村
に
一
台
の
 

機
動
用
消
防
車
の
な
い
事
は
不
時
の
火
災
 

発
生
時
は
勿
諭
本
村
の
対
面
上
か
ら
も
、
 

是
非
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
消
防
委
員
会
 

や
消
防
団
の
強
い
要
望
も
あ
り
ま
し
た
の
 

で
、
小
型
消
防
車
購
入
費
一
台
分
九
五
万
 

円
を
万
難
を
排
し
て
計
上
し
ま
し
た
。
 

第
四
欺
土
木
費
は
文
化
は
道
路
か
ら
と
申
 

し
ま
す
、
従
来
予
算
の
都
合
上
、
経
常
的
 

道
路
橋
梁
費
は
僅
少
で
・
あ
り
ま
し
た
の
で
 

約
倍
額
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
又
水
路
費
 

で
、
野
地
水
路
八
万
円
 
朝
倉
水
路
三
万
 

円
、
新
町
池
仕
掛
暗
渠
取
替
費
二
五
、
八
 

〇
〇
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
何
れ
 

も
水
路
と
し
て
は
漕
漁
面
積
も
広
範
に
亘
 

り
幹
線
的
水
路
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
、
 

に
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

第
五
歎
教
育
費
で
は
伊
方
、
弁
城
、
中
学
 

三
校
分
は
学
級
数
や
生
徒
数
を
勘
案
し
、
 

！
又
中
学
校
は
そ
の
特
異
性
も
考
え
て
費
用
 

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
が
、
大
体
例
年
に
 

比
し
相
当
考
慮
を
払
つ
て
お
り
ま
す
の
で
 

本
程
度
で
一
年
問
や
っ
て
も
ら
い
た
い
と
 

思
い
ー
ま
す
o
 

中
学
校
費
で
施
設
費
四
百
万
円
計
上
し
て
 

お
り
ま
す
が
、
大
体
五
百
万
円
あ
れ
ば
一
 

段
落
つ
く
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
も
如
伺
せ
ん
、
財
政
上
一
部
次
年
度
 

に
ま
わ
す
計
画
で
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

第
六
歎
の
社
会
及
労
働
施
設
費
は
遺
族
会
 

の
負
担
が
、
約
九
万
円
計
上
し
て
い
ま
す
 

が
、
終
戦
後
め
ぐ
ま
れ
ざ
る
遺
族
に
対
し
 

て
は
も
少
し
考
慮
を
払
い
た
い
と
考
え
て
 

い
ま
す
。
 

第
七
欺
、
保
健
衛
生
費
は
昨
年
実
績
よ
り
 

相
当
額
見
込
み
ま
し
た
が
、
近
頃
赤
痢
患
 

者
が
続
発
の
傾
向
に
あ
り
、
伺
現
在
収
容
 

患
者
十
名
を
収
容
し
て
い
ま
す
が
、
 
四
月
 

以
降
ま
で
収
容
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
且
 

つ
三
菱
勝
田
坑
の
例
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

予
防
に
重
点
を
お
き
計
上
い
た
し
ま
し
た
 

（
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方
 

昭
和
二
十
七
年
度
 

嘗
初
予
算
に
つ
い
て
 

昭
和
二
十
七
年
度
当
初
予
算
の
編
成
に
つ
 

に
於
て
夫
れ
夫
れ
の
立
場
か
ら
郷
土
課
題
 

い
て
は
慎
嵐
を
期
し
二
月
中
に
各
主
管
課
 

の
解
決
に
必
須
な
予
算
案
が
提
出
さ
れ
た
 

昭和27年度営初橡算 

歳 出 

「ラりクIレー公ーI 
三 月 中 被讃書冊数 語書友の曾 
闘覧者数 ．.  一  新登録者致 

欺 
本年度 
予算額 

前年度 

予算額 
比 
増 I 減 

1村議会費 
2役 場 費 
3警察消防費 
4土 木 費 
S数 有 費 
全上の内 

公民館費 
ガ 

図書館費 
ガ 

・子技芸塾費 
に社 会 及 
v労働施設費 
7保健衛生費 
8産業経済費 
9地方振興費 
Lo財 産 費 
11統計調査費 
12選 挙 費 
13公 債 費 
14諸支出金 
15予 備 費 

合 計 

1,490.500 
5,644.524 
645.000 
949.260 

5,187.977 

1 ,460.955 

190.000 

213.940 

1 .433.642 

1 .123.579 
L279.657 
' 25.2cc 
77.960 
150.164 
46.0cc 
20.000 
204.000 
300.cXX 

18,580.493 

407.620 
5,031.363 
434.600 
478A刃 

5,139.192 

2,910.370 

100.000 

126.964 

2,661,090 

496.100 
325.052 
25.2叩 
70.460 
139.075 
269.020 
22.673 
110.000 
200.000 

15,799.445 

1 ,082.880 
613. 161 
213.4(X) 
471.260 
48' 785 

90.000 

86.976 

627.479 
954.605 

7.500 
11.089 

' 

39.000 
100.000 

12,781.018 

1,449,41 

1,227.448 

' 

223.（刀・ 
2.573 

H
割

門

 

口】 
学
生
 

一
般
 

44 
19 
10 
24 
36 
0 
13
17 

216 

官公史 

炭 坑 

1議 葉 
商工業 

学 生 
生 徒 

児 童 
其の他 

無 職 

計 

計
 

】

 

ー
ブ
ツ
ク
カ
イ
ド
 

三
月
中
入
荷
新
刊
書
 

鶴
転
著
 

源
氏
鶏
太
著
 

黒
沢
清
著
 

辻
政
信
著
 

吉
川
英
治
著
 

藤
沢
桓
夫
著
 

!！、》ー 
神
風
特
別
攻
撃
 

隊
 

続
三
等
宜
役
 

近
代
会
計
学
 

ジ
ン
ガ
ポ
1

ル
 

新
平
家
物
語
国
 

感
情
旅
行
 

が
村
財
政
を
勘
案
し
首
脳
部
の
再
三
に
亘
 

る
検
討
が
加
え
ら
れ
三
月
十
一
日
通
常
村
 

会
の
召
集
と
な
り
別
項
の
通
り
村
長
の
施
 

政
方
針
演
説
に
始
り
十
二
日
は
議
案
に
つ
 

い
て
執
行
部
の
説
明
が
あ
つ
て
審
議
に
入
 

り
十
四
日
に
は
村
議
会
議
員
の
県
議
会
の
 

傍
聴
十
五
日
糸
田
、
添
田
各
町
十
七
日
（
省
 

春
町
の
財
政
状
態
、
予
算
編
成
状
況
其
他
 

村
政
運
営
実
状
研
究
調
査
を
行
い
議
員
諾
 

公
の
真
剣
な
研
修
が
行
な
わ
れ
た
。
二
十
 

五
日
、
二
十
六
日
議
案
に
つ
い
て
熱
心
な
 

質
疑
応
答
が
変
さ
れ
二
十
七
日
、
二
十
八
 

日
の
二
日
間
綜
合
委
員
会
、
委
員
長
会
が
 

開
か
れ
如
何
に
し
て
限
ら
れ
た
財
源
を
緊
 

急
な
郷
土
課
題
の
解
決
に
按
配
す
る
か
に
 

つ
い
て
賢
明
な
る
議
員
の
全
智
全
能
が
遺
 

憾
な
く
発
揮
せ
ら
れ
た
。
斯
く
て
二
十
九
 

日
成
立
し
た
本
年
度
当
初
予
算
の
全
貌
は
 

次
の
通
り
で
あ
る
。
 

村
民
各
位
に
望
む
 

村
会
議
長
 
倉

 
石
 
文
 
夫
 

待
望
の
講
和
発
効
の
二
十
七
年
度
を
迎
え
 

・
私
逢
も
，
村
誠
宝
八
こ
し
て
耽
』
ー
 
カ
 

年
を
経
過
致
し
ま
し
た
。
其
の
間
、
村
長
 

の
提
案
せ
る
議
案
に
対
し
個
人
の
立
場
を
 

離
れ
村
民
の
代
表
と
し
て
大
局
的
見
地
に
 

立
脚
し
大
い
に
検
討
を
尽
し
実
績
を
挙
げ
 

る
可
く
努
力
し
て
居
り
ま
す
が
、
局
部
的
 

に
は
御
期
待
に
添
え
な
か
つ
た
事
も
あ
り
 

御
詑
び
申
上
げ
ま
す
。
併
し
、
過
去
に
於
 

け
る
議
会
の
在
り
方
と
は
卿
か
面
目
を
一
 

新
し
時
代
と
共
に
歩
き
、
錬
鱗
研
究
、
我
 

々
の
力
の
及
ぶ
限
り
議
会
と
し
て
の
実
績
 

を
挙
げ
て
居
り
ま
す
と
申
上
げ
て
良
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

皆
様
御
承
知
の
通
り
議
会
は
言
論
の
府
で
 

あ
り
、
世
論
反
映
の
唯
一
の
機
関
で
あ
り
 

ま
す
。
我
々
は
村
長
の
提
案
」
』
対
し
、
世
 

論
を
基
礎
と
し
て
、
現
実
に
照
し
、
筒
将
 

来
を
慮
ば
か
り
採
決
を
取
り
ま
す
二
 
筒
経
 

済
面
に
到
り
ま
し
て
は
、
汗
と
油
の
結
晶
 

た
る
皆
様
の
納
税
で
す
か
ら
此
の
税
金
が
 

如
何
に
公
平
に
課
せ
ら
れ
、
且
又
其
の
税
 

金
が
、
如
何
な
る
方
法
で
費
わ
れ
効
果
が
 

十
二
分
に
挙
げ
ら
れ
て
居
る
か
を
検
討
し
 

是
々
非
々
の
見
地
か
ら
村
長
を
支
援
し
た
 

り
、
又
は
反
省
を
求
め
た
り
致
し
ま
す
c
 

そ
こ
で
村
民
各
位
に
御
願
い
申
上
げ
た
い
 

事
は
皆
様
も
今
迄
よ
り
一
層
村
政
に
関
心
 

を
持
つ
て
戴
き
た
い
事
で
す
。
 

一
部
の
変
な
噂
話
で
、
 
一
方
的
な
批
判
を
 

し
た
り
議
会
を
攻
撃
し
た
り
す
る
前
に
、
 

情
実
や
因
縁
を
除
き
中
正
な
立
場
の
下
に
 

真
実
を
掴
み
持
つ
て
真
相
を
探
究
な
さ
る
 

事
を
希
い
ま
す
。
村
役
場
は
村
民
の
も
の
 

で
あ
り
ま
す
。
 

よ
り
良
き
経
済
と
よ
り
良
き
明
朗
な
郷
土
 

を
創
る
場
所
で
あ
り
ま
す
。
村
長
の
施
政
 

に
対
す
る
賢
明
な
批
判
、
並
に
議
会
の
監
 

督
を
併
せ
兼
ね
て
戴
き
た
い
事
を
議
会
人
 

と
し
て
皆
様
に
お
訴
え
し
ま
す
。
中
正
な
 

採
決
も
当
局
の
実
行
に
一
歩
誤
れ
ば
非
難
 

の
的
と
な
る
要
素
が
含
ま
れ
ま
す
。
採
決
 

が
単
に
自
己
の
為
不
利
な
る
故
を
以
て
議
 

会
を
誹
誘
す
る
様
な
事
が
若
し
起
り
ま
す
 

と
、
村
の
発
展
向
上
は
期
せ
ら
れ
ま
せ
ん
 

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
と
か
、
村
会
開
催
 

中
は
多
数
の
方
々
の
傍
聴
を
願
い
ま
す
。
 

今
迄
の
傍
聴
者
は
た
い
て
い
の
場
合
自
己
 

に
都
合
の
良
い
要
求
予
算
が
提
出
さ
れ
た
 

時
の
み
傍
聴
し
た
り
甚
だ
し
き
は
或
る
団
 

体
を
動
負
し
て
議
会
を
威
圧
す
る
が
如
き
 

「
エ
ゴ
的
」
な
傍
聴
の
み
に
止
ま
る
場
合
 

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
其
の
外
の
傍
聴
は
 

到
つ
て
淋
し
い
も
の
で
す
。
毎
度
の
議
会
 

中
は
傍
聴
席
の
準
備
が
設
け
て
あ
り
ま
す
 

村
民
各
位
も
大
局
的
見
地
に
立
た
れ
村
政
 

の
全
般
に
渉
っ
て
見
て
戴
き
た
い
の
で
あ
 

り
ま
す
。
我
々
も
自
己
を
研
修
し
、
村
民
 

各
位
の
世
論
に
立
脚
し
共
に
是
々
非
主
義
 

の
下
に
当
局
を
鞭
達
し
且
は
支
持
し
又
は
 

反
省
を
う
な
が
し
、
我
が
郷
土
方
城
村
の
 

発
展
の
た
め
全
幅
の
努
力
を
誓
う
も
の
で
 

あ
り
ま
す
‘
最
後
に
皆
様
の
温
い
う
る
お
 

い
の
あ
る
御
家
庭
の
幸
福
を
祈
り
つ
、
掴
 

筆
致
し
ま
す
。
 

（
一
頁
よ
り
）
 

第
八
欺
、
産
業
経
済
費
、
 

蓮
営
 

は
二
十
六
年
度
に
於
て
信
品
の
整
備
が
と
 

、
の
い
ま
し
た
の
で
、
活
動
面
を
こ
、
に
 

計
上
い
た
し
ま
し
た
。
予
算
要
求
も
会
館
 

運
営
委
員
会
か
ら
相
当
あ
り
ま
し
た
が
前
 

述
の
財
政
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
 

こ
の
程
度
に
て
御
辛
抱
を
願
い
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
事
業
費
で
農
協
助
成
金
二
〇
万
 

円
、
共
済
一
五
万
円
計
上
い
た
J
し
ま
し
た
 

が
、
農
協
助
成
金
は
指
導
員
を
村
に
於
て
 

設
置
す
る
そ
の
立
前
が
ら
、
又
共
済
は
こ
 

れ
も
国
や
県
か
ら
の
助
成
金
は
期
待
出
来
 

ま
せ
ず
、
且
農
民
の
福
利
上
最
も
重
要
な
 

る
事
業
と
思
い
ま
し
て
、
大
体
昨
年
程
度
 

の
補
助
を
止
む
な
し
と
計
上
い
た
し
ま
し
 

た。 
第
九
欺
、
地
方
振
興
費
は
僅
か
に
文
化
連
 

絡
会
長
さ
ん
の
出
日
当
の
計
上
で
あ
り
ま
 

す
が
、
村
民
税
の
還
付
金
た
る
部
落
振
興
 

助
成
金
も
本
年
は
一
三
〇
万
円
程
度
是
非
 

必
要
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
追
加
予
算
 

に
於
て
御
相
談
す
る
事
に
い
た
し
計
上
を
 

見
合
せ
ま
し
た
。
他
は
大
体
の
必
要
予
算
 

で
あ
り
ま
す
。
 

以
上
当
初
予
算
で
二

三
、
二
〇
六
、
 

一
五
 

三
円
、
昨
年
度
当
初
予
算
、
 
一
五
、
七
九
 

九
、
四
四
五
円
に
比
し
七
、
四
〇
六
、
七
 

〇
八
円
の
埼
加
で
あ
り
ま
す
が
施
設
に
文
 

教
に
、
相
当
実
質
を
取
る
と
の
立
前
か
ら
 

予
算
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
伺
先
に
申
上
 

げ
ま
し
た
通
り
、
税
の
減
収
が
相
当
見
A
 

ま
れ
ま
す
が
、
尚
臨
時
的
必
要
経
費
は
弁
 

城
校
幹
線
道
路
、
 
一
般
土
木
費
部
落
振
興
 

費
（
税
還
付
）
職
員
給
、
負
担
金
、
其
の
他
 

の
必
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
宜
敷
く
 

こ
の
点
御
考
慮
相
成
り
御
審
議
の
程
お
願
 

い
た
し
ま
す
。
 

灸
民
館
費
に
於
て
は
既
に
分
館
の
建
築
が
 

大
体
完
成
致
し
ま
し
た
の
で
今
後
は
分
館
 

地
城
に
即
応
し
た
内
容
充
実
に
童
点
を
置
 

き
分
館
個
々
の
活
動
を
促
進
し
度
い
と
存
 

じ
ま
す
。
而
し
て
従
来
の
女
子
技
芸
塾
を
 

拡
充
す
る
と
共
に
、
青
年
学
級
の
開
設
に
 

依
っ
て
青
年
の
興
論
に
答
え
こ
れ
と
併
行
 

し
て
図
書
館
の
充
実
を
計
り
特
に
巡
回
文
 

庫
の
強
化
弦
充
を
期
し
度
い
と
念
願
し
て
 

い
ま
す
。
是
等
の
点
か
ら
本
年
度
の
予
算
 

は
実
質
的
に
昨
年
度
の
大
凡
倍
額
を
計
上
 

致
し
ま
し
た
。
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時
 

館
 

民
 

公
 

村
 

城
 

方
 

③
 

方
城
村
農
業
計
画
の
 

早

急

実

現

を

望

む

 

昨
年
七
月
二
十
日
発
足
し
た
農
業
委
員
会
 

の
使
命
は
大
き
い
。
本
村
農
業
の
盛
衰
浮
 

沈
の
鍵
は
農
業
委
員
会
の
活
動
如
何
に
あ
 

る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
本
村
農
業
百
年
 

の
大
計
は
如
何
に
為
さ
る
可
き
で
あ
ろ
う
 

か
？
一
応
私
見
を
述
て
委
員
諸
公
の
御
検
 

討
を
煩
し
度
い
。
 

本
村
農
業
経
営
の
実
態
は
炭
坑
依
存
の
農
 

家
が
大
部
分
を
占
め
て
お
る
。
而
し
て
地
 

下
資
源
の
開
発
に
は
長
短
の
差
こ
そ
あ
れ
 

生
命
に
一
定
の
限
度
が
あ
る
。
農
業
生
産
 

に
は
土
地
即
ち
郷
土
と
不
可
分
の
関
係
に
 

在
て
無
限
の
生
命
が
あ
る
。
 

そ
こ
で
農
業
計
画
樹
立
に
当
り
此
の
二
つ
 

の
厳
然
た
る
事
戻
を
基
礎
と
し
て
考
慮
せ
 

ね
ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
現
実
に
当
面
し
て
居
 

る
経
営
の
改
善
問
題
と
将
来
永
遠
の
計
画
 

と
の
二
つ
に
大
別
し
て
樹
立
す
べ
き
で
あ
 

ろ
う
。
 

第
一
の
問
題
に
就
い
て
は
現
在
の
石
炭
ブ
 

1
ム
に
マ
ッ
チ
し
た
経
営
の
改
善
を
推
進
 

し
第
二
の
問
題
に
つ
い
て
は
早
害
鉱
害
治
 

山
治
水
等
に
対
し
て
根
本
的
な
施
策
を
講
 

ず
べ
き
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
何
れ
の
計
画
 

を
樹
立
す
る
に
も
現
実
の
実
態
を
充
分
に
 

把
握
し
飽
迄
科
学
的
事
実
に
立
脚
し
実
行
 

可
能
な
計
画
を
樹
立
す
可
き
は
勿
諭
で
あ
 

るo

幸
に
農
業
委
員
会
に
於
て
は
各
部
門
 

別
に
詳
細
な
研
究
が
続
け
ら
れ
て
居
り
、
 

近
く
其
の
具
体
案
の
発
表
が
為
さ
れ
る
で
 

あ
ろ
う
。
 

農
家
各
位
の
自
主
的
御
検
討
と
実
践
窮
行
 

と
を
期
待
す
る
。
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
の
性
格
 

ポ
1

イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
社
会
教
育
運
動
 

で
あ
り
且
つ
青
少
年
の
彼
等
自
身
の
国
際
 

千
和
運
動
で
あ
る
。
 

そ
し
て
こ
の
連
動
の
性
格
に
つ
い
て
、
過
 

般
の
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
於
て
は
非
国
 

家
的
国
際
団
体
運
動
視
し
た
誤
解
も
あ
り
 

そ
の
反
対
に
は
非
午
和
的
軍
国
主
義
、
或
 

は
超
団
家
主
義
的
団
体
運
動
視
し
た
向
き
 

も
あ
つ
た
さ
れ
ば
こ
そ
大
戦
直
前
解
散
さ
 

せ
ら
れ
た
よ
う
な
悲
運
に
も
あ
い
、
戦
後
 

の
再
建
に
つ
い
て
は
軍
国
主
義
復
活
の
先
 

駆
者
で
あ
る
よ
う
な
誹
誘
を
受
け
て
も
居
 

る
の
で
あ
る
。
次
に
は
宗
教
関
係
に
於
て
 

何
か
一
宗
一
派
の
拡
張
宣
伝
機
関
の
よ
う
 

に
看
な
し
て
い
る
向
き
も
あ
る
。
斯
る
点
 

は
、
何
れ
も
誤
解
若
し
く
は
歪
曲
し
て
、
 

殊
更
に
真
正
に
し
て
偉
大
な
、
こ
の
運
動
 

を
損
わ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

本
運
動
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
今
こ
、
に
 

敢
て
叱
々
す
る
よ
り
も
、
曾
て
の
日
本
ボ
 

1
イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
と
も
云
う
べ
き
少
年
 

団
日
本
連
盟
か
ら
も
代
表
者
が
出
席
し
て
 

一
九
二
四
年
八
月
デ
ン
マ
1

ク
の
コ
ペ
ン
 

ハ
1

ゲ
ン
で
開
か
れ
た
ボ
1

イ
ス
カ
ウ
ト
 

国
際
会
議
に
於
て
決
議
さ
れ
た
宣
言
の
、
 

そ
の
全
文
の
邦
訳
を
左
記
に
掲
載
す
る
こ
 

と
に
よ
つ
て
瞭
然
と
さ
れ
る
こ
と
、
思
う
 

此
の
決
議
に
参
加
し
た
全
世
界
の
ポ
ー
イ
 

ス
カ
ウ
ト
は
、
今
日
伺
こ
の
宣
言
を
そ
の
 

運
動
の
信
条
と
し
て
行
つ
て
い
る
も
の
で
 

我
国
の
ス
カ
ウ
ト
運
動
も
亦
然
り
で
あ
 

る。 宣
言
決
議
 

ポ
1

イ
ス
カ
ウ
ト
国
際
会
議
は
ボ
1

イ
ス
 

カ
ウ
ト
運
動
が
、
国
家
的
で
国
際
的
且
又
 

世
界
的
性
格
の
も
の
で
あ
つ
て
、
身
体
の
 

」
●
‘
．
J
川，‘ 

彊
健
な
徳
義
に
篤
い
、
そ
し
て
精
神
の
す
 

こ
や
か
な
青
少
年
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
 

と
全
世
界
の
為
に
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
 

と
す
る
運
動
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。
 

国
家
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
国
の
 

ス
カ
ウ
ト
組
織
を
通
じ
て
有
為
で
健
全
な
 

国
民
を
、
そ
の
国
の
為
に
育
成
す
る
事
を
 

目
標
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 

国
際
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
ス
カ
ウ
ト
 

同
志
間
の
親
交
関
係
に
は
国
家
的
障
壁
の
 

な
い
事
を
承
認
す
る
か
ら
で
あ
る
。
 

世
界
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
い
か
な
る
 

国
の
、
い
か
な
る
階
級
、
い
か
な
る
信
条
 

の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
ス
カ
ウ
ト
運
動
は
 

宗
教
心
を
弱
め
よ
う
と
す
る
傾
向
を
持
つ
 

も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
ス
カ
ウ
ト
各
自
 

の
宗
教
的
信
仰
を
強
く
奨
励
す
る
も
の
で
 

あ
る
。
 

ス
カ
ウ
ト
の
 
「
お
き
て
」
 
は
ス
カ
ウ
ト
が
 

各
自
の
信
仰
を
卒
直
に
、
誠
実
に
実
践
す
 

る
事
を
要
求
す
る
と
同
時
に
斯
の
運
動
の
 

方
針
と
し
て
、
宗
教
の
異
な
る
も
の
、
混
 

合
せ
る
集
会
に
於
て
は
、
い
か
な
る
宗
教
 

の
宣
伝
を
も
之
を
禁
止
す
る
も
の
で
あ
る
 

以
上
（
県
連
公
報
よ
り
抜
抄
）
 

此
の
稿
を
通
じ
村
民
の
皆
様
四
依
り
良
き
 

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
共
に
 

心
か
ら
の
御
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
 

あ
り
ま
す
。
 

小
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区
コ
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ッ
ジ
ョ
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牛

糞

談

義

 

高
 
準
 
久
 

雄
 

農
家
部
落
か
ら
部
落
に
通
ず
る
道
路
を
歩
 

い
て
い
る
と
、
路
上
に
い
く
つ
も
の
牛
糞
 

や
、
馬
糞
に
出
会
う
、
食
べ
た
物
が
よ
く
 

消
化
し
た
も
の
に
対
し
て
は
、
別
に
注
意
 

も
惹
か
れ
な
い
が
、
時
折
り
食
は
し
た
丸
 

麦
が
、
牛
糞
や
、
馬
糞
の
下
に
、
不
消
化
 

の
ま
、
排
出
さ
れ
て
い
る
も
の
を
見
受
け
 

る
。
牛
馬
に
於
け
る
菱
の
飼
料
は
、
吾
々
 

に
於
け
る
牛
肉
や
、
魚
類
の
御
馳
走
に
も
 

比
敵
す
る
栄
養
食
物
で
あ
る
。
 

そ
れ
が
不
消
化
め
ま
、
排
出
さ
れ
た
の
で
 

は
、
折
角
の
栄
養
飼
料
も
何
等
の
効
を
な
 

さ
な
い
結
果
と
な
ろ
う
。
消
化
の
よ
い
よ
 

う
に
今
少
し
工
夫
を
こ
ら
し
、
よ
く
た
く
 

か
、
し
ゃ
ぎ
麦
に
し
て
や
れ
ば
、
必
ず
牛
 

馬
を
肥
や
す
よ
い
祭
養
と
も
な
ろ
う
に
：
 

：
話
は
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
然
し
 

吾
々
の
日
常
生
活
に
於
て
、
此
の
無
駄
に
 

比
敵
す
る
事
例
が
沢
山
あ
る
の
で
は
な
か
 

ろ
う
か
？
子
供
の
教
育
の
こ
と
に
付
い
て
 

も
、
小
使
銭
を
や
る
こ
と
だ
け
で
、
又
は
 

学
校
に
通
わ
す
こ
と
だ
け
で
其
の
目
的
が
 

達
せ
ら
れ
て
い
る
親
は
な
い
で
し
ょ
う
か
 

？
子
供
の
身
に
付
く
真
実
の
育
児
で
あ
り
 

真
実
の
教
育
で
あ
る
よ
う
に
工
夫
が
し
た
 

い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
 

私

の

 出

襲

 

埼
玉
県
大
里
郡
正
村
 

原
 
田
 

延
 
夫
 

歩
一
歩
と
文
化
的
な
発
展
を
途
行
し
つ
、
 

あ
る
故
郷
の
指
導
者
の
方
や
村
民
の
皆
様
 

方
に
、
故
郷
を
離
れ
て
居
る
私
は
、
唯
感
 

謝
の
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

私
も
農
家
に
生
れ
た
の
で
、
農
業
で
将
 

来
生
活
を
立
て
、
行
き
度
い
と
思
っ
て
 

居
ま
し
た
が
、
私
の
復
員
後
の
故
郷
で
 

は
、
次
男
三
男
の
土
地
獲
得
は
僅
か
一
町
 

歩
程
度
の
耕
作
農
家
の
現
状
で
は
、
ど
う
 

し
て
も
不
可
能
で
し
た
。
そ
こ
で
私
は
両
 

親
の
反
対
を
押
切
っ
て
、
現
在
の
所
に
入
 

植
を
希
望
し
、
志
を
同
じ
く
す
る
村
の
者
 

と
、
お
互
に
裸
一
貫
で
現
地
に
落
着
き
 

ま
し
た
。
然
し
希
望
に
燃
え
て
入
植
し
た
 

現
地
は
作
物
の
取
れ
る
様
な
土
地
は
全
然
 

無
く
、
ま
し
て
他
国
の
入
植
者
に
与
え
る
 

耕
地
の
な
い
の
は
当
り
前
で
あ
り
ま
し
ょ
 

う
。
私
は
こ
の
様
な
困
難
な
る
事
実
や
、
 

色
々
復
雑
な
問
題
に
逢
着
し
、
二
、
三
の
 

同
志
は
事
業
初
歩
に
於
て
之
を
断
念
し
、
 

次
々
と
、
現
地
を
去
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
 

私
も
幾
度
か
、
現
地
を
去
り
度
い
気
持
に
 

な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
じ
っ
と
歯
を
 

J
く
い
し
ば
っ
て
、
何
も
取
れ
な
い
土
地
に
 

鍬
を
ふ
る
っ
て
頑
張
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
 

然
し
第
一
年
目
の
収
獲
は
、
反
当
り
馬
鈴
 

薯
が
僅
か
六
〇
貫
、
甘
藷
で
百
貫
、
陸
稲
 

の
如
き
は
二
斗
位
で
、
全
く
他
に
現
金
収
 

入
の
無
か
っ
た
一
年
聞
だ
け
に
、
前
途
は
 

真
暗
に
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
一
年
間
 

一
緒
に
頑
張
っ
た
二
、
 
三
の
同
志
も
或
は
 

東
京
に
又
故
郷
の
親
元
に
去
っ
た
の
で
あ
 

り
ま
す
。
而
し
私
は
あ
く
迄
志
を
捨
て
ず
 

又
第
二
年
目
に
入
る
事
に
決
心
致
し
ま
し
 

た。 
其
の
頃
村
の
若
い
者
等
は
百
姓
等
は
お
か
 

し
く
て
、
東
京
方
面
に
か
つ
ぎ
出
し
に
行
 

っ
て
は
、
莫
大
な
利
益
を
得
る
為
、
之
に
 

夢
中
で
土
地
問
題
等
に
対
し
て
は
無
関
心
 

で
し
た
。
 
私
も
二
年
自
に
入
っ
て
全
く
の
 

無
収
入
で
は
、
や
っ
て
行
け
な
い
の
で
、
 

開
墾
の
か
た
わ
ら
、
町
に
商
売
に
行
っ
た
 

り
又
帰
り
に
は
町
よ
り
、
肥
料
を
汲
取
っ
 

て
帰
り
、
或
る
時
は
職
人
と
な
り
、
其
の
 

他
色
々
な
仕
事
に
通
い
、
又
家
に
有
り
て
 

は
自
給
肥
料
を
作
る
為
豚
を
飼
っ
て
、
 
一 

生
懸
命
頑
張
っ
た
為
、
二
年
後
に
は
土
地
 

も
大
分
良
く
な
り
、
収
穫
も
大
変
埼
し
た
 

の
で
あ
り
ま
す
。
 

そ
う
い
う
苦
し
い
生
活
を
満
三
カ
年
ば
か
 

り
続
け
て
昨
年
等
は
、
村
の
者
よ
り
大
分
 

培
収
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
入
 

植
の
下
準
備
と
し
て
先
ず
家
を
建
て
、
入
 

植
の
為
努
力
致
し
て
居
り
ま
し
た
処
、
封
 

建
的
な
保
守
性
の
強
い
村
人
は
、
私
達
の
 

居
る
土
地
が
ほ
し
く
な
り
、
仲
々
入
植
も
 

困
難
と
な
り
、
私
の
前
途
は
又
真
暗
と
な
 

り
ま
し
た
。
然
し
こ
ん
な
事
で
く
じ
け
た
 

な
れ
ば
今
後
此
れ
以
上
の
問
題
が
起
き
た
 

ら
、
世
の
荒
波
に
船
出
す
る
事
は
又
容
易
 

で
な
い
、
私
は
此
の
土
地
に
大
い
に
愛
着
 

心
を
燃
や
し
て
、
土
地
獲
得
に
奮
闘
し
て
 

居
り
ま
す
。
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炭
坑
は
罪
悪
の
温
醸
場
所
で
あ
り
、
又
炭
 

坑
人
を
不
遅
の
輩
扱
い
に
し
、
憎
し
み
を
 

持
ち
、
排
斥
す
る
声
が
未
だ
地
方
に
残
存
 

し
て
い
る
こ
と
は
、
炭
坑
人
に
と
っ
て
は
 

耐
え
難
い
苦
痛
で
あ
り
、
狭
い
量
見
を
持
 

つ
地
方
の
人
々
に
寂
し
さ
を
感
ず
る
こ
と
 

が
あ
る
。
 

炭
坑
労
働
史
を
緩
く
時
、
炭
坑
が
醜
悪
な
 

る
犯
罪
の
温
存
場
所
で
あ
り
、
炭
坑
人
の
 

質
の
粗
暴
さ
を
、
そ
の
頭
初
に
記
し
て
い
 

艮
 
る
。
こ
の
批
判
を
今
日
ま
で
被
い
、
こ
れ
 

幸

 
あ
る
が
た
め
に
、
社
会
の
爪
弾
き
を
う
け
 

寺
 
た
。
之
は
偽
は
ら
ざ
る
事
実
で
は
あ
る
が
 

圧
 

こ
の
事
実
の
前
に
如
何
に
炭
坑
の
子
弟
は
 

官

 
泣
き
、
炭
坑
浄
化
の
た
め
に
、
如
何
に
苦
 

官
 
闘
を
し
つ
y

け
て
来
た
で
あ
ろ
う
か
。
炭
 

民・ 公
 

村
 

城
 

方
 

1952b4、10 

坑
開
坑
五
＋
年
を
迎
え
る
こ
の
永
い
年
月
 

の
間
、
炭
坑
文
化
の
水
準
を
高
め
る
べ
く
 

地
方
の
人
々
の
知
ら
ぬ
、
高
い
努
力
が
払
 

わ
れ
て
、
炭
坑
に
田
る
事
を
町
村
の
人
々
 

は
悲
し
ま
な
く
な
っ
た
。
又
、
水
盃
を
し
 

て
炭
坑
送
別
の
宴
と
す
る
親
戚
も
い
な
い
 

こ
の
炭
坑
歴
史
の
変
化
は
、
炭
坑
人
の
撲
 

ま
ぬ
精
進
の
結
晶
の
賜
で
あ
っ
た
。
 

然
し
未
だ
社
会
人
は
、
炭
坑
人
を
冷
く
見
 

る
よ
う
だ
。
 

例
え
ば
、
炭
坑
ス
ト
中
或
る
極
少
数
の
不
 

心
得
者
が
、
周
辺
の
田
畑
、
山
林
を
荒
す
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
炭
坑
人
全
体
を
不
遅
の
 

輩
と
し
、
又
炭
坑
を
不
良
の
巣
の
如
く
呼
 

び
、
炭
坑
人
に
接
す
る
こ
と
は
、
犯
罪
の
 

伝
染
病
に
接
す
る
如
く
危
慎
さ
れ
る
こ
と
 

は
、
あ
ま
り
に
も
炭
坑
を
理
解
さ
れ
ぬ
者
 

と
し
て
、
強
い
義
憤
を
感
ず
る
。
 

士
の
子
は
士
で
あ
り
、
農
商
工
の
子
は
、
 

い
つ
ま
で
も
農
商
工
の
子
で
あ
る
。
世
襲
 

制
度
の
封
建
社
会
は
改
革
さ
れ
て
い
る
今
 

日
で
あ
る
。
 

然
る
に
、
前
科
を
持
つ
者
の
子
は
、
い
つ
 

ま
で
も
前
科
者
の
子
と
し
て
、
冷
い
社
会
 

の
極
櫓
の
下
に
永
久
に
泣
か
せ
よ
う
と
す
 

る
社
会
が
、
今
伺
残
存
し
あ
る
と
す
れ
ば
 

そ
の
社
会
に
憎
し
み
を
持
つ
、
又
斯
く
の
 

如
き
者
に
憤
り
を
感
ず
る
。
 

過
去
を
忘
れ
、
現
実
を
愛
し
、
方
城
村
住
 

民
と
し
て
の
炭
坑
人
を
、
同
胞
と
し
て
そ
 

の
懐
に
、
抱
き
温
め
る
愛
情
が
社
会
人
に
 

あ
れ
ば
、
炭
坑
人
は
素
直
な
気
持
で
社
会
 

に
伍
し
て
行
け
る
の
で
あ
る
。
 

方
城
村
に
は
、
村
部
と
炭
坑
と
の
、
二
つ
 

の
抗
流
が
酒
々
と
し
て
流
れ
て
い
る
よ
う
 

で
あ
る
が
、
こ
の
抗
流
は
、
方
城
村
発
展
 

の
癌
と
な
る
こ
と
に
相
憂
を
感
ず
る
。
 

炭
坑
人
が
未
だ
世
人
の
不
認
識
を
被
う
こ
 

と
に
内
省
し
、
此
後
の
精
進
に
只
管
の
努
 

力
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

四
月
の
農
事
 
長

尾

智

代

喜

 

◇
稲
 
種
子
の
予
措
 

イ
、
粗
カ
ジ
廿
種
籾
を
水
に
 

か
す
。
山
間
部
一
〇
日
間
平
 

坦
部
で
七
日
間
。
桶
に
か
す
 

場
合
は
、
 

一
日
一
回
以
上
水
 

を
替
え
る
こ
と
。
 

ロ
、
種
子
消
毒
廿
イ
モ
テ
病
 

・
パ
カ
苗
病
・
ゴ
マ
葉
枯
病
 

の
種
子
伝
染
を
防
止
す
る
た
 

め
ウ
ス
プ
ル
ン
千
倍
液
に
よ
 

る
種
子
消
毒
（
農
事
組
合
別
 

共
同
消
毒
）
を
行
う
こ
と
。
 

苗
 
代
 

イ
、
肥
料
且
坪
当
り
施
肥
の
 

基
準
量
は
次
の
通
り
。
 

山
間
部
 
腐
熟
堆
肥
一
貫
 

・
硫
安
二
五
匁
・
過
燐
酸
」1 

〇
匁
・
硫
酸
加
里
一
〇
匁
 

平
坦
部
 
腐
熟
堆
肥
一
貫
 

硫
安
二
〇
匁
・
過
燐
酸
二
五
 

匁
・
硫
酸
加
里
一
〇
匁
 

硫
安
の
代
り
に
下
肥
を
使
 

う
場
合
は
、
山
間
部
一
貫
・
 

平
坦
部
八
〇
〇
匁
と
す
る
。
 

粘
質
の
地
帯
で
は
過
燐
酸
を
 

三
五
匁
施
用
す
る
。
 

右
は
施
肥
の
基
準
で
あ
る
 

か
ら
、
土
地
の
肥
療
に
よ
り
 

加
減
す
る
こ
と
。
 

ロ
、
播
種
廿
床
面
が
コ
ン
ニ
 

ヤ
ク
の
か
た
さ
に
な
っ
て
か
 

ら
、
坪
当
り
ニ
ー
三
合
の
種
 

子
を
む
ら
の
な
い
様
に
ま
く
 

（
、
覆
土
廿
鍬
の
背
等
で
種
 

を
お
さ
え
る
。
其
の
上
に
黒
 

く
焼
い
た
粗
殻
を
坪
当
り
七
 

ー
八
升
の
割
で
撤
布
し
、
其
 

の
上
に
焼
土
か
腐
葉
土
を
撒
 

布
す
る
。
 

◇
疏
菜
 
四
月
に
蒔
く
も
の
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u
大
根
（
時
無
大
根
・
矢
切
 

美
濃
早
生
）
・
人
参
（
三
寸
 

・
五
寸
）
・
葱
（
九
条
）
・
 

菜
豆
・
落
花
生
・
西
瓜
●
南
 

瓜
・
甜
瓜
・
越
瓜
・
胡
瓜
・
 

其
の
他
 

西
瓜
の
播
種
 

ィ
、
種
子
消
毒
廿
ウ
ス
プ
ル
 

ン
を
水
一
斗
に
五
匁
溶
し
た
 

液
下
に
、
三
〇
分
ー
一
時
間
 

浸
す
。
 

ロ
、
播
種
期
井
桃
の
花
ざ
か
 

り
を
中
心
と
し
て
（
地
温
一
 

六
度
以
上
で
発
芽
）
、
 

ハ
、
鞍
築
甘
普
通
一
坪
に
一
 

鞍
。
乾
燥
す
る
畑
で
は
、
高
 

さ
を
二
5
三
寸
・
湿
気
の
多
 

い
土
地
で
は
六
ー
八
寸
位
・
 

直
径
二
尺
§
二
尺
五
寸
位
の
 

盛
土
を
作
る
。
 

肥
料
と
し
て
肥
土
を
使
用
す
 

あ
る
が
安
全
で
あ
る
が
、
肥
 

土
の
手
持
の
な
い
場
合
は
一
 

鞍
に
つ
き
硫
安
五
匁
・
過
燐
 

酸
一
〇
匁
・
硫
酸
加
里
三
匁
 

宛
盛
土
と
特
に
入
念
に
混
和
 

す
る
。
 

一
鞍
に
五
粒
の
種
子
を
ま
き
 

種
子
の
見
え
ぬ
迄
覆
土
、
其
 

の
上
に
砂
を
五
分
覆
う
。
播
 

種
後
は
乾
燥
せ
ぬ
様
に
管
理
 

を
行
う
。
 

◇
馬
鈴
薯
の
手
入
 

追
肥
廿
時
期
は
第
一
回
地
上
 

に
芽
を
出
し
た
頃
、
第
二
回
 

芽
が
三
、
六
寸
位
に
伸
び
た
 

頃
、
第
三
回
花
曹
の
見
え
始
 

め
た
頃
と
し
施
肥
量
は
反
当
 

下
肥
一
0
〇
貫
程
度
、
硫
安
 

に
し
て
ニ
ー
三
貫
程
度
 

土
寄
廿
芽
が
地
上
六
寸
の
頃
 

と
花
曹
の
追
肥
後
に
、
土
寄
 

を
行
う
。
 

〔
注
意
〕
廿
葉
の
上
に
土
を
 

か
ぶ
せ
な
い
様
に
。
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】
 

方
城
村
は
文
化
村
と
云
う
。
又
会
民
館
運
 

動
は
、
各
町
村
に
冠
絶
た
る
程
盛
ん
だ
と
 

云
わ
れ
て
い
る
。
然
し
そ
の
文
化
は
、
こ
 

の
二
つ
の
抗
流
を
超
え
て
の
文
化
で
あ
ろ
 

う
か
。
又
公
民
館
運
動
は
限
ら
れ
た
範
囲
 

内
の
伸
展
か
、
炭
坑
の
落
伍
は
全
村
が
落
 

伍
化
と
な
る
事
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
が
‘
 

為
め
に
も
、
両
者
が
潰
然
一
体
と
な
り
、
 

共
栄
の
実
を
揚
げ
る
よ
う
に
、
公
民
館
運
 

動
は
な
さ
れ
、
全
村
挙
げ
て
の
（
即
ち
ー
ー
 

つ
の
流
れ
が
ー
つ
と
な
っ
て
の
）
文
化
村
 

と
な
る
よ
う
に
希
求
す
る
。
 

愛
に
国
境
は
な
い
。
 

編

集

後

記

 

本
号
に
は
昭
和
二
十
七
年
度
の
村
の
会
民
 

館
の
年
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
詳
し
く
発
表
し
 

村
民
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
心
組
 

で
あ
り
ま
し
た
が
色
々
な
事
情
で
本
稿
締
 

切
迄
に
問
に
会
わ
ず
残
念
に
思
い
ま
ず
。
 

五
月
号
で
御
諒
解
を
願
い
ま
す
。
本
号
も
 

亦
皆
様
の
熱
烈
な
る
御
支
援
に
依
り
ま
し
 

て
沢
山
な
原
稿
が
集
り
ま
し
た
が
紙
面
の
 

都
合
上
掲
載
出
来
ず
悪
し
か
ら
ず
お
許
し
 

を
願
い
ま
す
。
 

分
館
記
事
の
な
い
の
が
寂
し
い
。
各
分
館
 

の
活
動
状
況
の
御
投
稿
を
お
待
ち
し
て
居
 

ま
す
。
 

麟
慧
誇
議
灘
織
鷺
 

河
原
比
佐
男
 

メ
モ
の
も
の
消
し
書
き
加
え
年
用
意
 

あ
れ
こ
れ
と
計
画
く
ず
れ
日
記
果
つ
 

香
月
 
梅
邸
 

掛
乞
は
吾
に
は
不
得
手
さ
り
な
が
ら
 

巡
視
終
え
坑
内
日
誌
書
き
納
む
 

梅
崎
 
魁
陽
 

雨
後
に
こ
ぼ
れ
し
萩
の
沈
み
け
り
 

草
桔
梗
摘
ん
で
砂
丘
は
行
く
べ
か
り
 

民
田
 

充
 

坑
山
づ
る
寒
風
胸
に
突
き
さ
さ
り
 

中
原
 

一
線
 

読
み
さ
し
の
書
を
そ
こ
に
伏
せ
梅
雨
憂
し
 

久
保
南
風
子
 

鉱
山
事
務
所
柿
か
ぢ
り
つ
、
人
入
出
 

東
 

発
太
 

人
降
り
る
か
、
る
枯
野
の
パ
ス
の
り
ば
 

堀
川
 
炭
舟
 

監
督
に
の
み
の
焚
火
よ
消
へ
っ
ち
ま
え
 

白
石
 

芝
山
 

裏
門
を
提
灯
二
つ
十
夜
寺
 

香
月
 

紫
葉
 

枯
芝
に
残
る
薄
日
の
し
ば
し
か
な
 

●

，

告

 【

 

篠
原
 
子
晃
 

世
話
人
の
耳
か
り
て
い
る
十
夜
僧
 

安
民
 
白
茅
 

炭
焼
く
や
黙
を
へ
だ
て
、
父
と
兄
 

逢
坂
 

逝
童
 

麦
の
芽
に
更
に
薄
肥
う
な
が
さ
れ
 

福
留
 
鹿
十
 

愛
想
よ
き
女
主
よ
歳
の
市
 

松
田
 
秋
郊
‘
 

前
山
を
時
雨
の
縞
の
走
る
見
ゆ
 

石
橋
 
梅
園
 

玉
子
酒
姉
妹
伸
を
う
ら
や
ま
れ
 

白
石
千
鶴
子
 

終
列
軍
に
遅
れ
て
ば
し
か
寒
灯
下
 

白
石
天
留
翁
 

ひ
と
ゆ
す
り
し
冬
の
日
の
没
し
け
り
 

級
紳
」
 


